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京築・筑豊地帯における果樹の生産安定技術

の確立 Ｌ

（１）ユズの導入系統の特性

分類 ②

試験研

究年次
58～２年（完了）

Ｉ目的

ユズは隔年結果性の強い系統が多く、また _， 果実にかいよう性虎斑症が
発生する等により生産が不安定であるので、〆高知:県で優良とされている系
統を本県で選‘定して、生産安定のための資,料とする ロ

Ⅱ 試験方法 ﾄｷF

１供試系統高知県系統：坂本系、前田１号、畑山本村系
55年定植、５８年から各系統７本供試
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期）果実が７～８分着色した時期とした
発・生程度

０（病斑なし）～４（果面のＬ／２以上）の５段階評価

Ⅲ主要成果の概要

高知県から導入した３系統は、いずれも収量、品質及び虎斑婁症の発生等
に問題があるので可積極的には導入出来ない．

④

１坂本系は収量が多いが、隔年結果性が強く、虎I斑症発生程度も高い。

２前田１号は果汁が多く、種子数は少ないが、隔年結果性が強く、収量
が低い。虎斑症の発生も多い。

３畑山本村系は、収量は安定しているが、果汁が少なく‘，虎斑症の発生
程度も高い ｡
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表生育及び収量調査（６１～２年平，均）

系統品種発芽期満開期収穫期収量収量変動係数
(ＣＶ）

ＨＨ ＨＨ ＨＢ ｋｇ/樹 ％

坂本４．１１～１９５．２０～２６１１．２１～２２１６．０４７

前田１号－４．９～２０５．２２～２６11.11～２１９．６４７

畑山本村４．８～１４５．１６～２５１１．５～２１１３．７２７
l q

第２表果実品質調査 (６１～２年平均）

系統品種１果重果形指数果汁歩合種子数糖度酸度虎斑症程度

ｇ横／縦％個／果％％
坂本１３２１２１２０．２～３２８．９３．９７２．９

前田１号１３４１２４２２．１２８９．２４．３３１．７

畑山本村１３１１２４１７．５３４９．２４．３９１．８

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ユズ導入のための資料として利用できる。

２普及に当たっては、ウイルス検定が必要である。

Ⅵ今後の研究上の問題:点

優良な系統の弱毒系の探索及びウイルスフリー化が必要である。

Ⅶ資料名

58～２年度福岡県農業総合試験場豊前分場果樹研究室成績書
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